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エーザイ株式会社

―中国におけるコンプライアンスへの取り組み―

、し義定にうよの下以を」姿きべるあの来将てしそ在現「、は）イザーエ、下以（社会式株イザーエ　

コンプライアンス活動への取り組みを定義している［1］。

一人ひとりが法令と倫理を遵守したビジネス活動を徹底し、

いかなる医療システム下においても存在意義のある

ヒューマン・ヘルスケア（hhc）企業

　主力商品の特許切れへの対応ならびに新興国市場の開拓という課題に挑んでいるエーザイに

とって、高い成長率で拡大を続ける中国市場にかかる期待は大きい。中国でのコンプライアンス

活動の徹底と売上への貢献という両立を果たすことができるのであろうか。

沿革

　エーザイは 1941年に創設された。同社は、医師の指示で処方される医療用医薬品を中心に、

研究開発、生産、物流、販売などの事業をグローバルに進めてきた。日本では、医療用医薬品と

ともに薬局・薬店で販売される一般用医薬品［2］、診断薬、ジェネリック医薬品［3］などの事業も
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[1] エーザイ HP（http://www5.eisai.co.jp/company/vision.html）参照〔2011 年 12月確認〕。
[2] 医師の処方は必要とされない。OTC（over-the-counter）医薬品といわれる。
[3] 先発品の特許が切れた後に発売される同成分のコピー商品。

本ケースは、クラス討議のための資料としてまとめられたものであり、経営管理に関する適切あるいは不適切な
処理を示すことを意図したものではない。本ケースは伊藤博樹と慶應義塾大学大学院経営管理研究科教授 中村 洋
が公表資料、関係者へのインタビュー等をもとに作成した。 　　　

本ケースは慶應義塾大学ビジネス・スクールが出版するものであり、複製等についての問い合わせ先は慶應義塾
大学ビジネス・スクール (〒 223-8526 神奈川県横浜市港北区日吉 4丁目 1番 1号、電話 045-564-2444、e-mail:
case@kbs.keio.ac.jp)。また、注文は http://www.kbs.keio.ac.jp/ へ。慶應義塾大学ビジネス・スクールの許
可を得ずに、いかなる部分の複製、検索システムヘの取り込み、スプレッドシートでの利用、またいかなる方法 
( 電子的、機械的、写真複写、録音・録画、その他種類を問わない )による伝送も、これを禁ずる。 

（2012 年 6 月作成）


